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説明の流れ

１．令和の日本型学校教育、GIGAスクール構想

２．鈴鹿市のこれまでの取組

３．今後に向けて
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１．令和の日本型学校教育・GIGAスクール構想 ２．鈴鹿市のこれまでの取組 ３．今後に向けて



１ 令和の日本型学校教育， GIGAスクール構想
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１．令和の日本型学校教育・GIGAスクール構想 ２．鈴鹿市のこれまでの取組 ３．今後に向けて

動画
文部科学省 資料より



文部科学省 資料より
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４
文部科学省 資料より

ICTの効果的
な活用



２ 鈴鹿市のこれまでの取組
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１．令和の日本型学校教育・GIGAスクール構想 ２．鈴鹿市のこれまでの取組 ３．今後に向けて



７月・・・教職員へ端末活用に関するアンケートを実施

９月・・・市内一斉オンライン授業（～９／２４）

４月・・・１人１台端末活用 本格実施

現在

令和３年度

１２月・・・教職員へ端末活用に関するアンケート（２回目）を実施

冬休みに端末持ち帰りを実施

６

学校支援のための教育委員会の手立て

教育指導課 研究テーマを「ICT」にして取材

『ICTシェアサイト』新設。好事例を周知。

アンケート分析

下半期の目標を提示

１．令和の日本型学校教育・GIGAスクール構想 ２．鈴鹿市のこれまでの取組 ３．今後に向けて



９月 オンライン授業の様子

７

創徳中学校

旭が丘小学校

玉垣小学校

１．令和の日本型学校教育・GIGAスクール構想 ２．鈴鹿市のこれまでの取組 ３．今後に向けて



１０月～ 通常授業の様子 箕田小学校
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１０月～ 通常授業の様子
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加佐登小学校
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１０月～ 通常授業の様子
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小学校２年生 算数
いろいろな図形を三角形と四角
形に仲間分けする学習の様子

鼓ヶ浦小学校
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１学期終了時点（７月）と
２学期終了時点（１２月）の学校の実態

（１人１台端末活用アンケートより）
対象：１人１台Chromebookを持つ教職員
回答期間：①７月２７日〜８月６日 ②１２月９日〜１２月２４日
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１．令和の日本型学校教育・GIGAスクール構想 ２．鈴鹿市のこれまでの取組 ３．今後に向けて



小学校

授業で児童生徒にChromebookを活用させる頻度（７月と１２月）

教師が
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７月（１学期終了時）
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１２月（２学期終了時）
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（％） （％）

全くない
ほぼ毎日



中学校

授業で児童生徒にChromebookを活用させる頻度（７月と１２月）

教師が

１３

７月（１学期終了時）
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１２月（２学期終了時）

26.9

36.2
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16.3

30.7 27.7

9.3
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（％）（％）

全くない ほぼ毎日



７月・・・教職員へ端末活用に関するアンケートを実施

９月・・・市内一斉オンライン授業（～９／２４）

４月・・・１人１台端末活用 本格実施

現在

令和３年度

１２月・・・教職員へ端末活用に関するアンケート（２回目）を実施

冬休みに端末持ち帰りを実施
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学校支援のための教育委員会の手立て

教育指導課 研究テーマを「ICT」にして取材

『ICTシェアサイト』新設。好事例を周知。

アンケート分析

下半期の目標を提示

効果的なICT活用による授業改善をめざす

◎オンライン授業で大きく向上

▲端末の活用頻度に課題

１．令和の日本型学校教育・GIGAスクール構想 ２．鈴鹿市のこれまでの取組 ３．今後に向けて



学校支援のための教育委員会の手立て
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① 鈴鹿市のICT推進体制の構築
② ICT支援員の派遣
③ 「ICTシェアサイト」の新設
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『ICT活用プロジェクト会議※』
で方向性を決定

（※ 教育長・次長・参事・教育委員会各課長・学校長３名などから構成）

『校長会』 で周知

『情報教育推進担当者会議』 で周知徹底
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教育委員会の手立て ～①鈴鹿市のICT推進体制の構築～
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・各校へ月に２回ほど派遣

・訪問時における様々なICT支援
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教育委員会の手立て ～②ICT支援員の派遣～

ICT支援員の派遣
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教育委員会の手立て ～②ICT支援員の派遣～
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加佐登小学校



目的：市内の好事例の共有
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２．教育委員会の手立て ～③「ICTシェアサイト」の新設～
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ICTシェアサイトの中身（一部）

Chromebookを活用した
授業実践例

ICTに関する校内研修例
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Chromebookを活用した授業実践例
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１．令和の日本型学校教育・GIGAスクール構想 ２．鈴鹿市のこれまでの取組 ３．今後に向けて

神戸中学校



Chromebookを活用した授業実践例
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１．令和の日本型学校教育・GIGAスクール構想 ２．鈴鹿市のこれまでの取組 ３．今後に向けて

桜島小学校



ICTに関する校内研修例
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１．令和の日本型学校教育・GIGAスクール構想 ２．鈴鹿市のこれまでの取組 ３．今後に向けて

河曲小学校



３ 今後に向けて
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効果的なICT活用による授業改善

１．令和の日本型学校教育・GIGAスクール構想 ２．鈴鹿市のこれまでの取組 ３．今後に向けて
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熊本市 資料より

１．令和の日本型学校教育・GIGAスクール構想 ２．鈴鹿市のこれまでの取組 ３．今後に向けて

◎ 教育ICT整備の目的は「授業改善」
◎ 教員が使うのではなく，子どもがICTを使うことで，
子どもが授業の主役となる。
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新潟市 資料より

ICTの効果的
な活用
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桜島小学校
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１．令和の日本型学校教育・GIGAスクール構想 ２．鈴鹿市のこれまでの取組 ３．今後に向けて

神戸中学校



29

１．令和の日本型学校教育・GIGAスクール構想 ２．鈴鹿市のこれまでの取組 ３．今後に向けて

箕田小学校
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①ICT支援員の効果的な活用

②日常的な端末活用

③取組の組織化

１．令和の日本型学校教育・GIGAスクール構想 ２．鈴鹿市のこれまでの取組 ３．今後に向けて

効果的なICT活用による授業改善のために



【課題】
〇学校における支援員の活用
〇支援員と指導主事の連携

【今後】
〇支援員の効果的な活用

・機器操作支援だけでなく，授業支援。
・好事例の学校間共有

・校内研修の講師 など

〇支援員と指導主事の情報共有や連携
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３．効果的なICT活用による授業改善～①ICT支援員の効果的な活用～

１．令和の日本型学校教育・GIGAスクール構想 ２．鈴鹿市のこれまでの取組 ３．今後に向けて
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ICT支援員によるサポート内容の割合（小学校 ４月）
サポート準備作業

ICT支援員によるサポート内容の割合（小学校 １１月）

講習会など

１．令和の日本型学校教育・GIGAスクール構想 ２．鈴鹿市のこれまでの取組 ３．今後に向けて

３．効果的なICT活用による授業改善～①ICT支援員の効果的な活用～

ティーム・ティーチング２
（授業者の補助）



【熊本市】 ICT支援員の効果的な活用
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熊本市 資料より
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３．効果的なICT活用による授業改善～①ICT支援員の効果的な活用～
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B小学校

C中学校

D小学校

G中学校

E小学校

F中学校

ICT支援員
A小学校好事例

ICT支援員

ICT支援員

一つの学校の好事
例を，市内全体へ

指導主事 効果的なICT
活用による
授業改善

１．令和の日本型学校教育・GIGAスクール構想 ２．鈴鹿市のこれまでの取組 ３．今後に向けて



３．効果的なICT活用による授業改善 ～②日常的な端末活用～

日常的な端末活用へ向けて

学校での端末活用の日常化

家庭への端末の持ち帰り
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【端末持ち帰りの効果】
・家庭と学校の途切れのない学び

端末活用技能の向上（タイピングなど）

多様な学習（調べ学習，授業動画の見直し など）

・遠隔学習（学校に登校できない状況で）

・家庭との連携（おたより，アンケート，出欠確認 など）

（実践例）
・さまざまな授業の中で端末を活用。

・朝登校した子どもから，端末を開け，帰りまで引き出しに入れて必要に応じて活用。

・１日の振り返りを，端末に入力し，データとして蓄積。

１．令和の日本型学校教育・GIGAスクール構想 ２．鈴鹿市のこれまでの取組 ３．今後に向けて
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組織的なICT推進体制

A小学校C中学校 B小学校

学校内での連携
（推進リーダー・推進チーム）

中学校区での連携
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３．効果的なICT活用による授業改善 ～③取組の組織化～

１．令和の日本型学校教育・GIGAスクール構想 ２．鈴鹿市のこれまでの取組 ３．今後に向けて



研修の充実
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熊本市 資料より
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３．効果的なICT活用による授業改善 ～③取組の組織化～
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ICTの効果的
な活用

文部科学省 資料より
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